
約17.000人の救急救命士
30％が口頭指導に当たれば
これまでの計画とは別に
プラス5.100人が被災者に対応できる

大規模災害時　被災地外からの緊急時の口頭指導センター
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①　全国に振り分けられる緊急時の口頭指導センター構築
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◆医師数-約２７万人
◆消防官-約１２万人�
◆消防団-約８４万人
◆自衛官-約２４万人
◆警察官-約２４万人
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骨折、切り傷、心肺蘇生
など応急手当に自信がない。�
�
口頭指導があると心強い。�

処置が遅れたり、処置が
適切でないと重症になる
場合がある。

【被災地住民】

応急手当【従来の計画】

37都道府県口頭指導ネットワーク

大型台風レベルの災害時
県内で対応できない応急手当や
避難時での対処法を
他県でフォローできる

【境界線上の盲点の解決】

ポイント

【口頭指導コールセンター】
手が回らないニーズを全国でカバーする

119 （例）ダイヤル相談

案）コール番号
1191＝軽傷外傷
1192＝持病患者→医療へ転送　
1193＝重症→医療へ転送


